様式第４号（第５条関係）
誓　　　　約　　　　書
　　年　　月　　日
　萩市長　あて
　私は、萩市空き家情報バンク制度に空き家等を登録するにあたり、下記の項目を尊守し、制度の趣旨を理解した上で申し込むことを誓約します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

※内容を確認して、□欄に☑のように印をつけてください。
· 登録申込書の記載事項に偽りはなく、萩市空き家情報バンク制度要綱第３条、５条及
び第７条に規定する登録条件等（裏面掲載）に抵触することはありません。
· 万が一、本誓約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場合には、登録を拒否また
は抹消されても異議を申しません。
· 空き家等「登録者」と「利用者」間での交渉・契約・家賃・売買金等に関する問題や
　 近隣トラブル等の問題が生じた場合は当事者同士で解決し、市は関与しないことに同
　 意します。
· 売買、賃貸の契約行為については、当事者間で行うものとし、市は契約成立のための支援を行うだけということに同意します。
· 空き家等「登録者」と「利用者」はお互い契約内容を確認した後、契約を行います。

· 空き家情報バンク制度の趣旨及び内容を理解し、裏面の登録条件等の内容について確
認したことを認めます。
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（自署又は記名押印）
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※萩市空き家情報バンク制度要綱（抜粋）
（反社会的勢力に属する者の排除）

第３条　本人又はその者と現に同居し、若しくは同居しようとする親族が、暴力、威力、詐欺的手法を駆使して経済的利益を追求する集団又は個人である暴力団等反社会的勢力（暴力団、暴力団関係企業、総会屋等）に属する者（暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者及び暴力団との密接交際者を含む。）（以下「反社会的勢力に属する者」という。）は本制度を利用することはできない。
（空き家の登録申込み等）

第５条　空き家情報バンク制度による空き家に関する登録を受けようとする所有者等は、萩市空き家情報バンク登録申込書(様式第１号１または様式第１号２)及び誓約書（様式第４号）に必要な書類を添えて、市長に提出しなければならない。
２　市長は、前項の規定による登録の申し込みがあった場合において、必要と認めるときは、当該申込み者が反社会的勢力に属する者であるか確認するため警察署及び公益財団法人山口県暴力追放運動推進センターが委嘱する暴力団追放モニターに照会することができる。

３　市長は、第１項の規定による登録の申込みがあったときは、その内容等を確認の上、萩市空き家情報バンクに登録するものとする。
４　市長は、前項の規定による登録をしたときは、その旨を当該所有者等に通知するものとする。
５　市長は、第３項の規定による登録をしていない空き家で、空き家情報バンク制度によることが適当と認めるものは、当該所有者等に対して同制度による登録を勧めることができる。
（空き家登録情報の抹消）

第７条　市長は、空き家登録者が次の各号のいずれかに該当するときは、当該空き家登録情報を抹消するとともに、その旨を当該空き家登録者に通知するものとする。
（１）当該空き家に係る所有権その他の権利に移動があったとき。

（２）申込内容に虚偽があったとき。
（３）空き家登録者から登録抹消の届出があったとき。
（４）空き家登録者が反社会的勢力に属する者であることが分かったとき。
（５）その他市長が適当でないと認めたとき。
